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委員
構成

民生委員・児童委員

現任数

地区法定単位民児協数

　高千穂町は九州山地のほぼ中央部、宮崎県の最北端に位置し、町の中心部を五ヶ瀬川
が西北から南東にかけて貫流し、途中、名勝天然記念物高千穂峡が神秘的かつ雄大に自
然に創出しています。

　気候は、平地の標高が約300メートル以上で夏・冬の気温差が大きく、四季の変化に
富み自然環境が春の新緑、秋の紅葉となって観光資源の一環を成しています。

　高千穂の起源は古く、古代遺跡の発掘や多くの出土品等の遺物により、紀元前4000
年頃から集落が作られたと推定される。一方、天の岩戸開きや天孫降臨などの神話の高
千穂町としても知られています。

神話と伝説のまち高千穂

世帯

地域
紹介

人口 10,892 人 世帯数

うち主任児童委員

現任数

高千穂町 民生委員児童委員協議会

基本
情報

882-1101

0982-72-3663

令和６年４月１日現在

宮崎県西臼杵郡高千穂町大字三田井750-7
高千穂町老人福祉館内
（高千穂町社会福祉協議会）

53 定数 53 充足率 100.0%

4,804

高千穂峡 雲海

3 定数 3 充足率 100.0%

１期目 ２期目 ３期目 ４期目 女性５期以上 男性
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フードバンク
子ども食堂・地域食堂

主な活動

部会設置状況

総務企画部会 高齢者部会 母子児童部会

更生援護部会

学校訪問 施設訪問・慰問

登下校見守り 防災活動

自宅訪問

あいさつ運動

メッセージ

　本町においても、少子高齢化・高齢者世帯や高齢者単身世帯の増加、委員のなり手不足等課
題は山積しておりますが、委員相互は勿論の事関係機関とも連携を図りながら活動していきま
す。

定例会での出前講座受講 機関誌『ことぼし』

活動
内容

・定例会の開催
　年間１０回定例会を開催し、事務連絡をはじめ会議等の出席報告、部会活動報告、各
種出前講座や救急法の受講、関係機関との事例検討会等を行い研鑽活動に努めていま
す。また年１回定例会終了後に交流レクリエーションとしてグランドゴルフを行い、委
員間の親睦を深めております。

・機関誌『ことぼし』の発行
　創刊号を昭和５２年に刊行し、今年度第１８号を発刊予定です。各委員から日頃の活
動における考えや思い、日々の生活での思い、家族の事、ペットの事、旅行の体験等
様々な内容で寄稿を頂き作成しています。委員間の相互理解の機会や原稿を残すことに
より自身が民生委員児童委員であった証しを残すことに寄与しています。

・各部会・地区ごとの活動
　４つの部会に分かれ高齢者施設や保育施設・小学校へ訪問し交流したり、イベントへ
の参加協力等を行っております。また地区ごとで児童の登下校見守りや、誰もが気兼ね
なく来ることのできる居場所づくりの一環としての『茶飲み場』の運営を行っている地
区もあります。

高齢者サロン 子育てサロン 多世代交流サロン

移動・買い物支援 学習支援
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